






要約:沖縄県平良市池間、狩俣地区における総合的歯科保健活動に参加している昭和 58 年

生まれのものを対象として調査したところ、顎骨の発達の良好なものでは,歯科疾患の発現

が少なく,固形食への移行期(食事の主体が乳汁から固形食へと移っていく過程)の食生活

を検討したところ、家族の食べているものから与えはじめ自然に移行していく過程をとっ

ていた。 


